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§１．研究開発実施体制  

（１）「医療」グループ（国立大学法人 筑波大学） 

① 研究開発代表者：香川 璃奈 （筑波大学医学医療系、講師） 

② 研究項目 

・医療領域の実験 

・料理レシピの実験 

（２）「応用」グループ（国立大学法人 筑波大学） 

① 主たる共同研究者：松原 正樹 （筑波大学図書館情報メディア系、准教授 (2021 年 2

月 28日まで助教)） 

② 研究項目 

・芸術領域の実験 

・各応用領域に関する知見に基づく助言 

（３）「基礎」グループ（国立大学法人 筑波大学） 

③ 主たる共同研究者：馬場 雪乃 （筑波大学システム情報系、准教授） 

④ 研究項目 

・認知科学実験のデザイン 

・数理的モデリングの検討 

 

§２．研究開発実施の概要  

本研究開発では、文書というかたちでしか記録できない質的な知を、書き手に負担のない範囲

でより多く収集すること支援し、さらに収集された文書から読み手が利用したい情報をより多く収集

するための、基盤的な知見の解明を目的とする。 

本年度は、将来的に数理的な文書構造モデリングの目指す上で、その最たる基盤となる知見と

して、「文書の諸要素を、数理的に捉えられる可能性が将来生じうる言語学的観点と、将来的にも

計測が極めて難しいと予測される人間の認知や理解などの心理学的・認知科学的観点とに分離

する」ことが必要である、と長期的な方針を整理した。同時に、2020年 7月に新規の言語モデル

(英語であり直接日本語には適用できない)が公開されたことにより、機械可読の評価の実験を予定

通り行うことは時期尚早であると結論づけた。 

 そこで、2020年度は「文書に関する人間の心理学的・認知科学的な諸要素を整理し、要素間の

影響を明らかにする」ことを目的として、医療・料理・音楽の 3つの対象分野のデータセット作成

[1](他、投稿準備中)およびそれらを利用した実験[2] (他、投稿準備中)を行なった、これを通じて、

研究開始時には整理できていなかった内容も含んだ諸要素を改めて整理した上で、要素間の影

響を明らかにする実験の大半が一通り完了した。 

また、機械可読の技術開発と並行してより基盤的な検討を開始し、高い精度の集合知を得ること

を目的とした記載の入力フォーマットの適切な設計方法の提案[3](他、投稿準備中)や、読み手の

背景知識とデータから読み取るべき情報の難易度の関係により読み手に最も効用をもたらす適切
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な支援設計が異なることを確認した。 
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